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２
０
２
３
年
度
の
運
動
方
針
を
決
定

人
事
・
賃
金
制
度
改
正
や
職
場
の
要
員
問
題
等

代
議
員
か
ら
の
発
言
で
運
動
方
針
が
補
強
さ
れ
る

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
７
月
5
日
、
北
九
州
市
に
お
い
て
第
32
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、「
安
全
の
確
立
」「
組
織
強

化
・
拡
大
と
活
性
化
」「
生
き
が
い
や
働
き
が
い
の
あ
る
労
働
条
件
の
確
立
」「
交
通
・
労
働
政
策
の
実
現
と
課
題

解
決
」
な
ど
を
柱
と
し
た
２
０
２
３
年
度
運
動
方
針
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
で
は
、
芦
原
秀
己
中
央
執

行
委
員
長
ら
７
名
の
役
員
が
退
任
し
、
吉
田
祥
司
中
央
執
行
委
員
長
を
中
心
と
す
る
新
役
員
体
制
を
確
立
し
、
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
※
第
32
回
定
期
大
会
の
詳
報
は
次
号
で
特
集
し
ま
す
。

第32回定期大会第
32
回
定
期
大
会
は
、
役
員
、

代
議
員
、
特
別
代
議
員
、
来
賓
、

傍
聴
者
を
合
わ
せ
総
勢
約

１
３
０
名
が
参
加
し
、
議
長
団

に
土
橋
千
尋
代
議
員
（
佐
賀
支

部
）、
井
上
修
司
代
議
員
（
大

分
地
方
本
部
）
を
選
出
し
た
。

来
賓
と
し
て
Ｊ
Ｒ
連
合
よ
り
荻

山
市
朗
会
長
に
臨
席
い
た
だ
き

連
帯
の
挨
拶
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
大
牟
田
市
議
の
松
尾
哲

也
氏
を
は
じ
め
と
す
る
Ｊ
Ｒ
九

州
労
組
議
員
団
会
議
の
メ
ン

バ
ー
も
激
励
に
訪
れ
た
。

冒
頭
、
芦
原
秀
己
中
央
執
行

委
員
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
状

況
は
未
曽
有
の
苦
境
か
ら
立
ち

直
り
つ
つ
あ
り
、
２
０
２
２
年

度
決
算
で
は
鉄
道
事
業
の
黒
字

化
も
達
成
す
る
な
ど
2
期
連
続

の
増
収
増
益
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
一
方
で
長
期
債
務
の

拡
大
や
動
力
費
を
は
じ
め
と
す

る
経
費
が
増
大
す
る
な
ど
ま
だ

ま
だ
経
営
体
力
の
面
で
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ

連
合
と
も
連
携
し
、
息
の
長
い

支
援
を
国
に
対
し
て
求
め
て
い

く
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
主
要

課
題
３
点
と
し
て
、「
安
全
の

確
立
」「
組
織
の
強
化
・
拡
大

と
活
性
化
」「
労
働
条
件
の
改

善
の
取
り
組
み
」「
政
治
活
動
」

に
つ
い
て
提
起
し
た
。

議
事
で
は
２
０
２
２
年
度
の

活
動
経
過
が
報
告
さ
れ
、

２
０
２
３
年
度
の
運
動
方
針
と

し
て
、
組
織
や
政
策
、
業
務
等

の
各
分
野
に
お
け
る
具
体
的
な

取
り
組
み
が
提
起
さ
れ
た
。
質

疑
で
は
、
人
事
・
賃
金
制
度
の

改
正
に
関
わ
る
も
の
や
、
労
働

組
合
の
組
織
・
脱
退
問
題
に
つ

い
て
、
現
場
の
要
員
不
足
に
対

す
る
会
社
と
の
認
識
の
相
違
、

サ
ー
ビ
ス
サ
ポ
ー
ト
㈱
の
駅
業

務
の
直
営
化
に
伴
う
課
題
等
23

人
の
代
議
員
か
ら
発
言
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
執
行
部
か
ら
答
弁
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
吉
田
祥

司
書
記
長
よ
り
全
て
の
発
言
に

対
す
る
集
約
答
弁
が
あ
り
、「
い

か
に
組
織
の
魅
力
を
高
め
て
い

く
の
か
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
。

学
習
と
発
信
力
を
強
化
し
、
組

織
力
と
団
結
力
を
揺
る
ぎ
な
い

も
の
に
し
て
い
こ
う
」
と
締
め

括
っ
た
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の

議
案
と
大
会
宣
言
（
案
）
が
満

あいさつを述べる芦原中央執行委員長

集約答弁を行う吉田書記長

団結がんばろうで心を一つにした

九州各地より参集した代議員

2023年度中央本部役員体制
役　職 氏　名 年齢 専・非 新・再

中央執行委員長 吉　田　祥　司 48 専　従 新

中央執行副委員長 鎗　光　俊　勝 40 専　従 新

書 　 記 　 長 大久保　　　浩 48 専　従 新

中 央 執 行 委 員

花　田　祐　希 43 専　従 再

吉　田　春　菜 39 専　従 再

青　木　幹　雄 43 専　従 再

川　﨑　淳　史 40 専　従 新

井　口　祥　一 38 専　従 新

大　石　達　也 36 非専従 再

德　田　周　五 32 非専従 再

伊　東　佑　将 33 非専従 新

土　橋　千　尋 29 非専従 新

野見山　和　也 27 非専従 新

会 計 監 査 員

笠　井　　　誠 43 非専従 再

尾　籠　浩　考 38 非専従 再

佐　保　啓　介 37 非専従 再

＜退任役員＞

役　職 氏　名 年齢

中央執行委員長 芦　原　秀　己 59

中央執行副委員長
木　村　智　隆 58

北　村　公　次 48

中 央 執 行 委 員

住　吉　一　家 43

水　口　恒　夫 42

松　下　雄　太 34

阿　多　ななみ 29

退任された役員の
皆さまお疲れさま

でした！

準
公
認
証
書
を
授
与

準
公
認
証
書
を
授
与

２
０
２
３
年
９
月
に
施
行
が

予
定
さ
れ
て
い
る
苅
田
町
議
会

議
員
選
挙
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
九

州
労
組
議
員
団
会
議
の
井
上
修

氏
が
７
期
目
に
挑
戦
す
る
。
第

32
回
定
期
大
会
で
準
公
認
証
書

を
授
与
し
た
。

井
上
氏
は
１
９
６
８

年
に
日
本
国
有
鉄
道
に

入
社
後
、
後
藤
寺
機
関

区
、
門
司
保
線
区
等
で

勤
務
し
、
Ｊ
Ｒ
発
足
後

は
小
倉
駅
や
ジ
ョ
イ
ロ

ー
ド
小
倉
支
店
の
勤
務

を
経
て
、
ジ
ョ
イ
ロ
ー

ド
行
橋
駅
店
の
勤
務
を

◆
苅
田
町
議
会
議
員
選
挙

最
後
に
退
職
し
た
。
１
９
９
９

年
に
町
議
会
議
員
に
初
当
選
後
、

現
在
も
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
議
員
団

会
議
に
所
属
し
「
駅
か
ら
街
づ

く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
Ｊ
Ｒ

小
波
瀬
西
工
大
前
駅
周
辺
の
活

性
化
な
ど
に
尽
力
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
７
期
目
の
必
勝
に

向
け
て
関
係
各
位
の
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
。

井
上
　
修
氏

井上　修氏

場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

役
員
改
選
で
は
、
芦
原
中
央

執
行
委
員
長
ら
7
人
の
役
員
が

退
任
し
、
吉
田
祥
司
新
中
央
執

行
委
員
長
を
筆
頭
と
す
る
役
員

体
制
を
確
立
し
た
。
最
後
に
吉

田
新
中
央
執
行
委
員
長
の
力
強

い
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
新
年
度

の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
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〈
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉

Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
と
す
べ
て
の
労
使
の
信
頼
関
係
構
築
へ
全
力
を
あ
げ
、

職
場
か
ら
の
安
全
確
立
、
政
策
課
題
の
解
決
・
前
進
を
図
ろ
う
！

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
か
ら
新
た
に
住
吉
一
家
氏
、
吉
田
春
菜
氏
を
選
出

 

ＪＲ連合
第33回定期大会

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
議
員
団
会
議

は
、
７
月
４
日
、
Ｊ
Ｒ
九
州
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
小
倉
に
お

い
て
第
31
回
定
期
総
会
を
開
催

し
た
。

冒
頭
、
幹
事
会
を
代
表
し
て

挨
拶
に
立
っ
た
松
尾
哲
也
団
長

（
大
牟
田
市
議
会
議
員
）
は
、

第
20
回
統
一
地
方
選
挙
に
お
い

て
組
織
内
候
補
の
４
名
が
全
員

当
選
し
た
こ
と
に
関
し
、
こ
の

間
の
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
協
力
に

対
す
る
感
謝
を
述
べ
た
。
ま
た
、

２
０
２
３
年
9
月
に
選
挙
を
控

え
る
井
上
修
会
計
監
査
（
苅
田

町
議
会
議
員
）
へ
の
協
力
を
要

請
し
た
。
さ
ら
に
、
７
月
に
入

っ
て
か
ら
の
豪
雨
で
被
災
さ
れ

Ｊ
Ｒ
連
合
は
６
月
12
日
か
ら

13
日
に
か
け
て
、
東
京
都
内
に

お
い
て
第
33
回
定
期
大
会
を
開

催
し
た
。
冒
頭
、
荻
山
市
朗
会

長
は
、
Ｊ
Ｒ
産
業
が
置
か
れ
て

い
る
厳
し
い
現
状
に
触
れ
た
う

え
で
、「
Ｊ
Ｒ
産
業
を
持
続
的

に
成
長
さ
せ
、
す
べ
て
の
働
く

仲
間
の
幸
せ
と
地
位
の
向
上
を

果
た
す
に
は
、『
Ｊ
Ｒ
連
合
へ

の
総
結
集
』
と
『
す
べ
て
の
Ｊ

Ｒ
会
社
と
の
労
使
の
信
頼
関
係

構
築
』
が
不
可
欠
だ
」
と
強
く

訴
え
、
そ
の
後
、
安
全
の
確
立
、

組
織
の
強
化
・
拡
大
、
産
業
政

策
、
労
働
政
策
、
政
治
活
動
の

５
点
に
亘
っ
て
課
題
認
識
や
取

り
組
み
に
係
る
考
え
を
提
起
し

た
。議

事
で
は
２
０
２
２
年
度
の

経
過
が
報
告
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ

全
体
で
の
労
働
条
件
向
上
、
交

運
共
済
お
よ
び
こ
く
み
ん
共
済

コ
ー
プ
と
の
連
携
強
化
、
組
織

拡
大
な
ど
、
新
年
度
の
運
動
方

針
に
つ
い
て
提
起
が
な
さ
れ
た
。

質
疑
で
は
、
代
議
員
・
特
別

代
議
員
か
ら
単
組
や
組
織
を
代

表
し
て
発
言
が
あ
っ
た
。
Ｊ
Ｒ

九
州
労
組
か
ら
は
単
組
を
代
表

し
て
吉
田
祥
司
書
記
長
が
、
女

性
組
合
員
を
代
表
し
て
吉
田
春

菜
中
央
執
行
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ

発
言
し
た
。
執
行
部
か
ら
答
弁

の
後
、
全
て
の
議
案
が
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
た
。

役
員
改
選
で
は
、
産
業
政
策

局
長
を
務
め
た
森
安
祐
貴
氏
と

労
働
政
策
局
長
を
務
め
た
Ｊ
Ｒ

九
州
労
組
選
出
の
鎗
光
俊
勝
氏

が
退
任
し
、
新
た
な
執
行
体
制

と
し
て
石
川
敏
也
執
行
委
員

（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
）
と
住
吉
一

家
執
行
委
員（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）、

吉
田
春
菜
執
行
委
員
（
Ｊ
Ｒ
九

州
労
組
）
が
選
出
さ
れ
新
体
制

を
確
立
し
た
。

政
府
の
新
し
い
資
本
主
義
実

現
会
議
に
お
い
て
年
功
序
列
を

前
提
と
し
た
雇
用
慣
行
か
ら
の

転
換
を
図
り
、
成
長
産
業
へ
の

労
働
移
動
を
促
す
こ
と
が
議
論

さ
れ
て
い
る
。
安
全
・
安
定
輸

た
方
々
へ
の
お
見
舞
い
を
述
べ

た
う
え
で
、
久
大
線
を
は
じ
め

複
数
の
路
線
が
被
災
し
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
災
害
で
被
災
し

た
鉄
道
復
旧
に
関
す
る
公
費
負

担
等
に
関
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
か
ら
自
分
た
ち
議
員
が
声

を
挙
げ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
事
務
局
か
ら
２
０

２
２
年
度
活
動
経
過
報
告
・
決

算
報
告
、
山
部
良
二
会
計
監
査

（
大
津
町
議
会
議
員
）
か
ら
会

計
監
査
報
告
を
行
い
、
一
括
し

て
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
、
事

務
局
か
ら
２
０
２
３
年
度
活
動

方
針
案
と
し
て
「
苅
田
町
議
会

議
員
選
挙
の
取
り
組
み
」「
Ｊ

Ｒ
九
州
労
組
と
の
連
携
強
化
」

「
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
取
り
組
み

へ
の
積
極
的
な
参
画
」「
交
通

事
情
調
査
の
実
施
」「
財
政
の

確
立
」
等
に
つ
い
て
提
案
さ
れ

た
。
中
で
も
議
員
団
会
議
の
所

属
議
員
の
減
少
を
踏
ま
え
る
と
、

苅
田
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
け

る
井
上
修
氏
の
必
勝
は
不
可
欠

で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
と
連

携
し
て
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い

く
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
た
。

来
年
度
の
活
動
方
針
や
各
参
加

者
か
ら
の
活
動
報
告
等
で
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
後
、

２
０
２
３
年
度
活
動
方
針
案
・

予
算
案
と
も
に
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
た
。

次
年
度
は
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
議

員
団
会
議
の
再
認
知
は
も
と
よ

り
、
各
議
会
の
定
例
会
に
お
い

て
Ｊ
Ｒ
連
合
の
政
策
提
言
や
Ｊ

Ｒ
九
州
労
組
の
要
望
事
項
に
基

づ
く
質
問
を
行
う
こ
と
で
「
労

働
組
合
と
政
治
と
の
関
わ
り
の

見
え
る
化
」
に
取
り
組
む
決
意

を
固
め
あ
っ
た
。

人
物
ク
ロ
ー
ズ
UP

熊
本
地
方
本
部
　
上
野
　
友
誠
さ
ん

熊
本
駅
連
合
分
会
で
書
記
長

を
し
て
お
り
ま
す
上
野
友
誠
で

す
。
熊
本
駅
で
ホ
ー
ム
担
当
の

業
務
に
従
事
し
て
お
り
、
基
本

動
作
を
着
実
に
実
践
す
る
こ
と

で
、
日
々
の
安
全
安
定
輸
送
に

努
め
て
い
ま
す
。

組
合
活
動
に
お
い
て
の
経
験

は
ま
だ
ま
だ
浅
い
で
す
が
、
増

元
分
会
長
を
は
じ
め
と
し
た
分

会
執
行
部
の
仲
間
と
協
力
し
、

分
会
活
動
の
更
な
る
活
性
化
と

組
合
員
の
抱
え
る
様
々
な
課
題

が
少
し
ず
つ
で
も
改
善
で
き
る

よ
う
、
日
々
の
お
世
話
役
活
動

に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り

開
催
を
中
止
と
し
て
い
た
分
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催
を

７
月
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
分

会
執
行
委
員
と
組
合
員
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
組
合
員
相
互

の
交
流
に
よ
る
組
織
強
化
を
目

的
と
し
て
、
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
形
式
で
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う

よ
う
に
活
動
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
そ
の
分
を

し
っ
か
り
取
り
返

す
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
組
合
員
の

皆
さ
ま
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

趣
味
は
バ
イ
ク
で
出
か
け
る

こ
と
で
、
職
場
の
同
僚
や
先
輩

方
と
阿
蘇
や
天
草
な
ど
色
々
な

所
へ
ツ
ー
リ
ン
グ
に
行
っ
て
い

ま
す
。
最
近
、
大
型
バ
イ
ク
の

免
許
も
取
得
す
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
、
今
よ
り
大
型
の
バ
イ

ク
の
購
入
も
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ツ
ー
リ
ン
グ
仲
間

も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
熊
本
駅
の

上
野
ま
で
「
ひ
と
っ
走
り
行
こ

う
ぜ
！
」
と
一
言
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
！

労
働
組
合
と
政
治
と
の
関
わ
り
の

　
　
　
　
　
　
　見
え
る
化
に
取
り
組
も
う

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
議
員
団
会
議
　
第
29
回
定
期
総
会

吉
田
祥
司
代
議
員
発
言
（
要
旨
）

定
期
大
会
で
は
、
年
度
に
分

会
の
活
性
化
や
広
報
活
動
の
充

実
に
寄
与
し
た
分
会
・
機
関
に

対
し
て
表
彰
式
を
開
催
し
た
。

優
秀
分
会
表
彰
で
は
、
執
行

委
員
会
の
定
例
開
催
や
職
場
集

会
、
総
対
話
集
会
や
署
名
活
動

等
へ
の
参
加
状
況
等
を
考
慮
し
、

最
優
秀
分
会
３
分
会
、
優
秀
分

会
３
分
会
を
選
出
し
た
。

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

今
年
度
よ
り
教
育
・
広
報
担
当

表彰式

優
秀
分
会

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

者
会
議
で
設
定
し
た
審
査
項
目

の
基
準
（
発
行
体
制
、
記
事
の

内
容
、
紙
面
デ
ザ
イ
ン
等
）
に

則
っ
て
、
中
央
執
行
委
員
会
に

お
い
て
ポ
イ
ン
ト
制
で
選
考
し
、

最
優
秀
賞
１
作
品
、
優
秀
賞
２

作
品
を
選
出
し
た
。

本
大
会
で
は
、
機
関
紙
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
行
い
、
最

優
秀
分
会
及
び
優
秀
分
会
の
表

彰
式
は
各
地
本
・
支
部
の
大
会

で
表
彰
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

【
最
優
秀
分
会
】

北
九
州
電
気
連
合
分
会

佐
伯
工
務
室
分
会

熊
本
乗
務
セ
ン
タ
ー
分
会

【
優
秀
分
会
】

大
分
乗
務
セ
ン
タ
ー
分
会

北
部
駅
連
合
分
会
（
大
分
）

鹿
児
島
地
区
連
合
分
会

表彰状を授与される北九州支部の代表者

議員団会議定期総会の様子

挨拶を述べる松尾団長

【
最
優
秀
賞
】

「
ト
ラ
イ
北
九
州
」

　
　
北
九
州
支
部

【
優
秀
賞
】

「
な
ん
し
よ
っ
と
博
多
支
部
」

　
　
博
多
支
部

「
く
ま
も
と
」

　
　
熊
本
地
方
本
部

送
を
担
う
と
い
う
面
か
ら
、
長

期
安
定
雇
用
を
基
本
と
し
た
就

業
形
態
が
大
宗
を
占
め
る
Ｊ
Ｒ

グ
ル
ー
プ
の
人
員
確
保
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
と
危
惧
し
て

い
る
。
特
に
、
退
職
手
当
の
課

税
制
度
が
見
直
し
検
討
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
連
合
に
対
し
、

安
易
な
雇
用
流
動
化
に
つ
い
て

は
慎
重
に
検
討
す
る
よ
う
強
く

要
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
間
、
組
織
内
議
員
の
活

躍
に
よ
っ
て
地
方
路
線
の
活
性

化
に
繋
が
っ
た
ケ
ー
ス
は
少
な

く
な
い
。
次
世
代
の
組
織
内
議

員
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組

む
。

【
役
員
名
簿
】

団
　
　
長
　
松

尾
　
哲

也

（
大
牟
田
市
議
会
議
員
）

副

団

長
　
上

村
　
　

親

（
姶
良
市
議
会
議
員
）

幹

事

長
　
石

松
　
和

幸

（
田
川
市
議
会
議
員
）

幹
　
　
事
　
宮

﨑
　

　
保

（
人
吉
市
議
会
議
員
）

会
計
監
査
　
井

上
　

　
修

（
苅
田
町
議
会
議
員
）

会
計
監
査
　
山

部
　
良

二

（
大
津
町
議
会
議
員
）

顧
　
　
問
　
村

山
　
弘

行

（
太
宰
府
市
議
会
議
員
）

顧
　
　
問
　
手

嶋
　
秀

昭

（
前
川
崎
町
長
）

事
務
局
長
　
北

村
　
公

次

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

定期大会会場の様子

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
分
会
表
彰


